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研究成果の概要（和文）：現在の西アジア諸国において戦争・政争を引き起こす重要なファクターとしてイスラ
ームの政教問題が挙げられる。西アジア政教問題の重要性は万人が認めるところだが、一方でこの問題は単なる
現代情勢の一端として表層的に扱われ、しかも紋切り型の説明で片付けられることも多い。本研究は、文明が発
祥した古代からイスラーム政権が欧米列強と対峙する近現代にいたる長い歴史を射程に入れ、政教問題がたどっ
た錯綜した系譜の解明を目指した。ユダヤ・キリスト教社会、紋切り型の説明を作ってきた近現代西欧のオリエ
ント学者たちが西アジアに向けた「眼差し」も批判的に検討したうえで、西アジア政教問題に関する新しい見取
り図の提示を目指した。

研究成果の概要（英文）：The aim of our project is to study the genealogy of politics and religion in
 West Asia (the so-called Near/Middle East). The project covers antiquity to the modern era at a 
macro-historical level. Taken into consideration are not only Islamic society and Pre-Islamic 
antiquity, but also Jewish and Christian societies, which have symbiotically cohabitated with 
Islamic society under the rule of various Islamic polities from the medieval to the modern period in
 West Asia, and the discourse of the modern Western Orientalists, which shaped the conventional 
historiography of West Asia, including the issue of politics and religion. Using interdisciplinary 
joint research, the project provides a new description of this problem. The main result of our 
project is published as a monograph.
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在の西アジア（中東）諸国では全世界
が注視する戦争と政争が巻き起こっている
が、それら戦争・政争を引き起こす重要な
ファクターとして政治と宗教をめぐるイス
ラームの政教問題が挙げられる。西アジア
政教問題の重要性は万人が認めるところだ
が、一方でこの問題は単なる現代情勢の一
端として表層的に扱われ、しかも「イスラ
ーム独自の政教一致」などという紋切り型
の説明で片付けられることも多い。 
 西アジア政教問題の研究がイスラームに
限定される傾向をもたらした要因の一つは、
ディシプリンとしての西アジア史研究の分
断に求められる。今尚、西アジア（中近東）
地域の歴史を扱う「西アジア史」というデ
ィシプリンは一部の特異な研究機関にしか
存在しない。確かに日本でも現在では古代
から近現代にいたる西アジアの歴史を研
究・教育する環境がある程度整いつつある
が、このような日本の学界において西アジ
アの古代研究は「古代オリエント史」など
と呼ばれるディシプリンを形成し、一方、
中世以降は主として「イスラーム世界」の
歴史をあつかう「イスラーム（世界）史」
の範疇とされ、それを「ユダヤ史」や「キ
リスト教史」が補う体制になっている。さ
らに、日本の大学では「古代オリエント史」
が「西洋史」に組み込まれる一方、「イス
ラーム史」の方は「東洋史」に入っており、
西アジア史研究が分断した状況になってい
る。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、西アジア政教問題の歴史を説
き起こす。メソポタミアやエジプトに文明
が発祥した古代からイスラーム政権が欧米
列強と対峙する近現代にいたる長い歴史を
射程に入れてこの問題がたどった錯綜した
系譜を解き明かす。西アジアにおいてイス
ラームとともに長く共存してきたユダヤ・
キリスト教社会、そして、紋切り型の説明
を作ってきた近現代西欧のオリエント学者
たちが西アジアに向けた「眼差し」も批判
的に検討したうえで、西アジア政教問題に
関する新しい見取り図の提示を目指した。
研究成果は個別の論考にまとめたほか、幅
広い層の読者に向けた和文研究書を公刊す
る。 
 
３．研究の方法 
 
 新石器時代から現代に至る西アジア史の
各時代・地域の専門家が協働で研究を推進
した。さらに、現在人口に膾炙している説
明を鋳造した近代西欧の学者の視点自体も
対象化するため、近現代ヨーロッパ宗教史
の専門家も参画した。研究課題と担当者は

次の通り（括弧内の氏名が担当者）：近現
代西欧のアカデミズム（伊達聖伸）、先史
時代の西アジア（久米正吾・下釜和也・有
松唯）、古代メソポタミア（柴田大輔）、
古代エジプト（河合望）、古代イスラエル
（長谷川修一）、古代西アジア物質文化（津
本英利）、捕囚期・捕囚後のユダ／ユダヤ・
コミュニティー（高井啓介・渡井葉子）、
古代末期の一神教団（青木健）、中世初期
のイスラーム政権（亀谷学）、中世後期の
イスラーム政権（中町信孝）、中世ユダヤ・
コミュニティー（嶋田英晴）、中世キリス
ト教コミュニティー（辻明日香）、オスマ
ン帝国（上野雅由樹）、近現代アラブ政権
（鈴木恵美）。 
 研究は、個別研究と全体を俯瞰したマク
ロな研究を同時に進めた。研究は定期的に
開催する研究集会を基軸に行った。研究分
野間の比較を可能にするため、それぞれの
分野の先行研究における枠組みと鍵になる
語彙の用語法自体を批判的に整理・検討し
た。研究集会は、上記担当者によるインタ
ーナルな研究発表の会、本研究の課題に関
連する問題に取り組む専門家をゲストスピ
ーカーに招いた会、そして公開のシンポジ
ウムなど。 
 
４．研究成果 
 
（１）研究集会 
 研究の開始から終了までに１１回のワー
クショップと２回のシンポジウムを開催し
た。詳細は下記の通り。 
 
第 1回ワークショップ 日時：２０１２年
１２月１２日、会場：筑波大学東京キャン
パス、発表者：柴田大輔・河合望 
第２回ワークショップ 日時：２０１３年
２月１８日、場所：筑波大学東京キャンパ
ス、発表者：柴田大輔、コメンテーター：
伊達聖伸 
第３回ワークショップ 日時：２０１３年
６月２１日、場所：筑波大学東京キャンパ
ス 
第 1回シンポジウム「西アジア・北東アフ
リカ史における「政治」と「宗教」再考」 
日時：２０１３年７月２６日、場所：筑波
大学つくばキャンパス、パネリスト・発表
題目：伊達聖伸「『政治』と『宗教』の関
係の諸類型：近現代ヨーロッパのライシテ
の視点から」、河合望「古代エジプトにおけ
る『政治』と『宗教』」、中町信孝「中世
イスラーム時代の『政治』と『宗教』」、鈴
木恵美「『アラブの春』」後の『政治』と
『宗教』」 コメンテーター：柴田大輔 
第４回ワークショップ 日時：２０１４年
３月９日、場所：筑波大学東京キャンパス、
発表者：羽田正（東京大学東洋文化研究所） 
第５回ワークショップ「西アジアにおける
宗教伝統の継承と変遷〜西洋史と東洋史の



断絶を超克する〜」日時：２０１４年１１
月２３日、場所：早稲田大学、発表者・題
目：青木健「古代末期オリエントの宗教か
らイスラームへ」、コメンテーター：亀谷
学、有松唯、柴田大輔 
第６回ワークショップ「西アジア史におけ
る「政治」と「宗教」〜中世イスラーム世
界とユダヤ世界〜」日時２０１５年３月８
日、場所：筑波大学東京キャンパス、発表
者・題目：亀谷学「初期イスラーム時代に
おける統治とその理念」、嶋田英晴「中世
イスラーム世界におけるユダヤ自治」、コ
メンテーター：中町信孝 
第７回ワークショップ 日時：２０１５年
７月１２日、場所：筑波大学東京キャンパ
ス、発表者：柴田大輔 
第８回ワークショップ「古代西アジア・北
東アフリカ史における「政治」と「宗教」
再考」日時：２０１５年１０月２５日、場
所：筑波大学東京キャンパス、発表者・題
目：柴田大輔「メソポタミア」、河合望「エ
ジプト」 
第９回ワークショップ「西アジア・北東ア
フリカ史における「政治」と「宗教」〜古
代・中世のキリスト教を例として〜」日時
２０１５年１１月２１日、場所：早稲田大
学、発表者・題目：戸田聡「政治と宗教の
関係―４世紀のキリスト教を例に―」、辻
明日香「イスラーム期以降キリスト教社会
における「政治」と「宗教」：コプト教会
の例」 
第１０回ワークショップ「イスラーム世界
の政治指導者像を考え直す」日時：２０１
５年１２月１９日、場所：早稲田大学、発
表者・題目：亀谷学「カリフ像 － 形成
と展開」、鈴木恵美「近現代アラブ世界に
おける世俗的指導者像」 
第１１回ワークショップ 日時：２０１６
年６月１２日、場所：筑波大学東京キャン
パス 
第２回シンポジウム「西アジアにおける政
教問題の系譜」日時：２０１６年７月１０
日、場所：筑波大学東京キャンパス、パネ
リスト・発表題目：柴田大輔「古代西アジ
ア世界における「一神教団」成立の背景」、
高井啓介・渡井葉子「捕囚期におけるバビ
ロニアのユダ共同体と一神教」、青木健「古
代末期の一神教団」、亀谷学「中世初期の
イスラーム政権」、中町信孝「中世後期に
おける政教関係とウラマーの知」、嶋田英
晴「中世イスラーム支配下のユダヤ社会の
変容」、上野雅由樹「オスマン帝国におけ
る「宗教」の領域化」、鈴木恵美「近現代
アラブ地域における政治と宗教：エジプト
を事例に」、伊達聖伸「「宗教的なもの」
をとらえ返す近現代フランスと「西アジア」
に対する眼差し」 
 
（２）研究書 

これら研究集会を通じて得られた主な知見
を和文の研究書にまとめた。研究書は現在
編集中で、今年度中に勁草書房から出版さ
れる。Ａ５判、縦書き、370頁を予定。構
成は下記の通り（章題は全て仮）。 
 
『西アジアの宗教と政治の系譜』（仮題） 
 
はじめに 
第一部 西アジア政教問題を見つめる眼差
し 

１章 「宗教的なもの」をとらえ返す近
現代フランスと「西アジア」に対
する眼差し：マルセル・ゴーシェ、
ルイ・マシニョン、ムハンマド・
アルクーン（伊達聖伸） 

２章 西アジア史研究の学的分断（柴田
大輔） 

第二部 古代の国家・神殿・知識人 
３章 先史時代の西アジア（久米正吾・下
釜和也・有松唯） 

４章 古代メソポタミアの政教問題（柴田
大輔） 

５章 古代エジプトの政教問題（河合望） 
６章 物質文化からみる古代西アジア（津
本英利） 

第三部 一神教団の成立へ 
７章 古代イスラエルの政教問題（長谷川
修一） 

８章 捕囚期におけるバビロニアのユダ共
同体と一神教（高井啓介・渡井葉子） 

９章 古代末期の一神教団（青木健） 
第四部 「イスラーム誕生」のインパクト 
１０章 初期イスラーム時代における政治と
宗教：その「分化」をめぐって（亀
谷学） 

１１章 中世後期における政教関係とウラマ
ーの知（中町信孝） 

１２章 中世イスラーム支配下のユダヤ教徒
（嶋田英晴） 

１３章 中世イスラーム支配下のキリスト教
徒（コプト教会）（辻明日香） 

第五部 西欧との対峙 
１４章 オスマン帝国期の宗教概念と政教関
係（上野雅由樹） 

１５章 近現代アラブ地域における政治と宗
教（鈴木恵美） 
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